
令和５年度シラバス（教科）  学番７６ 新潟県立糸魚川白嶺高等学校  

教科(科目) 国語（言語文化） 単位数 ２単位 学年(コース) １年次 

使用教科書 第一学習社 『高等学校 標準言語文化』 

副教材等 第一学習社 『標準言語文化 学習課題集』 第一学習社 『カラー版新国語便覧』 

１ 学習目標         
 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。 

 (1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。 
 (2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝えあう力を高め、   
  自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
 (3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担 
  い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 
 

 

２ 指導の重点                  
 
進路希望が多岐にわたっていることから、 
 (1) 基本的な言語事項の習得を重視し、特に漢字や語彙の確実な習得を目指します。 
 (2) 文章を的確に理解した上で、自分の感じ方や考え方を確立させることを目指します。 
 (3) さらにそれらを的確に表現し、他者と円滑にコミュニケーションを図る態度を目指します。 
 

 

３ 評価の観点の趣旨 

a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能

を身につけているとともに、我が国の言語文化に

対する理解を深めている。 

「書くこと」「読むこと」の各領域において、論理

的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり

する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり

している。 

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、

ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、

言葉がもつ価値への認識を深めようとしていると

ともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が

国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとし

ている。 

 

 

 

４ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

以上の観点を踏まえ 

・定期考査の分析 

・提出物などの内容確認 

などから評価します。 

以上の観点を踏まえ 

・定期考査の分析 

・授業中の発言の観察 

・提出物などの内容の確認 

・ワークシートの記述の分析 

などから評価します。 

以上の観点を踏まえ 

・授業中の観察 

・提出物などの内容の確認 

・振り返りシートの記述の分析 

などから評価します。 

 

各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。 

  

 

 

 



 

５ 学習計画                              

   

 

 

 

 

 

月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価の観点と評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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小説を読む

（１） 

三浦哲郎「と

んかつ」 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにす

る。 

・作品に表れているものの見方、感じ

方を捉え、内容を解釈する。 

・叙述を基に人物像や心情を捉え、学

習課題に沿ってまとめようとしてい

る。 

６ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

授業中の発言等 

ｃ 

詩の楽しみ 高村光太郎

「道程」 

谷川俊太郎

「二十億光

年の孤独 

・近代詩の表現の技法とその効果につ

いて理解する。 

・近代詩の鑑賞のしかたを理解し、作

品に示された作者の思いを読み取る。 

・詩の構成や表現をの仕方を吟味し、

進んで作者の思いを読み取ろうとして

いる。 

５ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（記述の分析） 

ｂ 

 

定期考査   １ a、ｂ 

古典入門 古典の学習 

宇治拾遺物

語「児のそら

寝」 

古文を読む

ために１、２ 

・歴史的仮名遣いや古今異義語につい

て、文語のきまりを理解する。 

 

・説話という文章の種類を踏まえて、

内容や展開を的確に捉える。 

 

・積極的に説話を読み味わい、互いに

話の面白さを伝え合おうとしている。 

７ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

 

漢文入門 

 

 

漢文の学習 

訓読に親し

む（一） 

・訓読の基本的な決まりを理解する。 

 

２ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

定期考査   １ a、ｂ 

 漢文を読む

ために１ 

訓読に親し

む（二） 

漢文を読む

ために「矛

盾」 

・我が国の文化と外国の文化について

理解する。 

・作品に表れているものの見方や考え

方を捉え、内容を理解する。 

・故事成語の由来となった話を積極的

に読み、分かった内容を工夫してまと

めようとしている。 

６ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

小説を読む

（２） 

芥川龍之介

「羅生門」 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにす

る。 

・作品に表れているものの見方、感じ

方、考え方を捉え、内容を解釈する。 

・老婆が語る論理を、叙述を基に読み

解き、下人がどのように判断したか、

説明しようとしている。 

 

７ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

授業中の発言等 

c 

 



 

 

 

 

 

 

 古文に親しむ 

 

 

 

 

古文を読む

ために３ 

・動詞の活用について、文語の決まり

を覚える。 

・用言の活用を理解し、学習の見通し

をもって変格活用動詞 

の活用表を作製しよ 

うとしている。           

４ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

 10 定期考査   １ a、ｂ 

  古文に親しむ 「なよ竹の

かぐや姫」 

･語句の量を増やし、語彙を豊かにす

る。 

・作品に表れているものの見方や考え

方を捉え、内容を解釈する。 

・物語に積極的に親しみ、学習課題に

沿って心情描写の特色を捉えようとし

ている。 

 

５ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 
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漢文入門 漢文に親し

む（三） 

漢文を読む

めに３ 

・漢文を訓読するための基礎知識とし

て、再読文字の種類と読み方を理解す

る。 

５ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

故事成語 「蛇足」 ・漢文の訓読に慣れるとともに、現在

使われている言葉が漢文に由来するこ

とを知る。 

・作品に表れているものの見方や考え

方を捉え、内容を解釈する。 

・故事成語の由来となった話を積極的

に読み、わかった内容を工夫してまと

めようとしている。 

 

３ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

  定期考査   １ a、ｂ 
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短歌と俳句 「清水へ」 ・短歌の表現と技法と、その効果につ

いて理解する。 

・作品に表れているものの見方や考え

方を捉え、理解する。 

・作品に表れている情景や心情を鑑賞

し、自分のものの見方、感じ方を理解

しようとしている。 

５ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

授業中の発言等 

c 

 １ 

 

 

 

２ 

随筆を読む

（二） 

徒然草 

「高名の木

登り」「神無

月のころ」 

 

・文語の決まりを理解する。 

・随筆という文章の種類を踏まえて、

内容や展開を的確に捉える。 

・本文中に表れた 作者の批判･教訓・

感動などを積極的に読み取り、考えた

ことを伝え合おうとしている。 

７ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

  

３ 

定期考査   １ a、ｂ 

漢詩の鑑賞 「静夜思」 

「春望」 

・近体詩、杜甫、李白について学ぶ。 

・漢詩を鑑賞して自分の物の見方を深

める。 

３ ワークシート（記述の点検） 

a、ｂ、ｃ 

ワークシート（基礎知識の確認） 

a、c 

                                      計７０時間（50分授業） 



   

 

 ※ 領域ごとの授業時数合計    

領域ごとの 

授業時数合計 

A 「話すこと・聞くこと」  

  なし 

B「書くこと」  

 １０時間 

C「読むこと」      

古典４０時間 

近代以降２０時間 

  ※ 増単している場合は、増単した割合に応じた授業時数を確保すること。 

 

６ 課題･提出物等 
・各単元のはじめに語句調べの課題に取り組み、提出し点検を受けます。 
・各単元が終了した際に、副教材「学習課題集」に取り組み、提出し点検を受けます。 
・各定期テストの際に、ノートを提出し点検を受けます。                               
・長期休業中の課題は別途指示します。 

 

７ 担当者からの一言 
 
「言語文化」は「現代の国語」とあわせて、すべての国語の教科の基礎となる科目です。漢字や語句を丁寧に習熟
し、確かな基礎力を身に付けましょう。そのためには、教科書をしっかり読む、授業をしっかりと聞く、ノートを
しっかりと取ることが重要です。意欲を持って取り組んでください。   
                                    （担当：池田・桐原・山口）                                            

 

 


